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はじめに
本稿は，チベット訳に現存する世親の日ムI~迫念経広註j に対する翻訳僻究であり，
中御門敬教氏との共同作業の成果であるが，分量が多いために，それを前半後半に二
分して発表するものである。解題については中御門氏の担当部分を参照されたい。
なお，本稿には付録として， r三宝隠念経jに関するおそらく最大の著作であるイ
ェシェーギェルツェン著 f三宝の功徳を槌念する仕方の釈論・牟尼の教えの明らかな
灯火j東北 No.6093Ba 1-61の科文を加えた。
和訳研究(承前)
]) [r聖仏~泡念経j ~こ] r如来jそれは，諸々の福徳の等流2)である。諾善根がム
ダにならないJ
ということなど，仏随念を説くここ江仏槌念広註nにおいて，
1)かの rt世尊Jは有情の (D.Ngi.58b2)利援はどんな因により永久になのかと，
2)身干本はf可であるかと，
3)何に依っているのかと，
4)なすべきことは何であるのかと，
1) 以下，無事55イムItゑ念註jに対応する記述はない。?翌1L、随念経 (D.mDo-sde，No.279， 
Ya.55心配)の文言にt親独自の説明がなされている。
2) cf.中村元 5仏教諾大辞典j東京書籍， 1981iF. pp.lOO5a七
[等流}争関(本)から果(米)を流出するときに，盟条が相似していること。後に現れ
H:lた肉類のもの。 cf.稔{jJlJ師:lIT，論 r菩陵地J(大正威 30，p.502a) 
なお，仏身における等流は，受用身ないしそれに伴う変化身を指示する言葉として用い
られる。 cf.長尾 [1987Jp.450，ツルテイム，藤仲 [2∞2Jpp.204-206 
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5)方使は何であるのかと，
6) どこに住して，それに執着しないで利益なさるのかと，
7)どんな事物に執着なさるのかと，
8)断i徐は何であるのかと，
9)智慧は何であるのかと，
10)身体はどこに (D.Ngi.58b3)住して，永久に有'1育の利益をなさるのか，
という意味は，それらの順序 (gorims)のとおりに[以下にJ.二勾と，六[勾]
と，三〔句]と，匝〔勾]と， また六〔勾]と，三[勾]と，三[句]と，四[句〕
と，四[匂〕により示す。
そのうち.r如来」それは，
[r翠仏槌念経.13)に]r諸々の福徳の等流である (D.Ngi.58b4)。諸善根がムダに
ならないJ
というこの二〔匂〕によって， どんな因により，永久に有情の利益をなさるのかを
示す。ニつの因以外によっては，永久に有情の利益をすることはできない。凡夫たち
は[諸々の善を行ったとしても，それらは]諸々の福徳、の異熟〔果としての果報]を
えてから，完全に尽きることになるからである (D.Ngi.58b5)。声関と独覚たち[は，
有j民無揮の諸々の養を行う。彼らは無上正覚への発心が無いので¥それら〕の諸善
根は[たとえ無掃のものであっても工無余議(P.Ngi.73bl)混繋の界4)(領域)にお
いて[灰身減智となって]尽きることになるからである。[他方， ]如来の諸々の福徳
は〔すべて無漏のものであるうえに，無上正覚に廼向されているのでJ.異熟[果と
しての果報]を与えてから[もなお]尽きることがない。なぜなら，かの如来は諸々
の福徳、 (D.Ngi.58b6)の等流であるからである。
すなわち，世尊は〔かつて]菩薩行に住したとき，一切の存'清を御覧になり. [自
己のための世照の染持ある〕成熟(果報)を御覧にならなかったし 5)布施など[の
波羅蜜〕のあらゆる福認の等流果が生起せんがために，布施もまた殊勝になるし
(D.Ngi.58b7) r布施が尽きませんようにJといって，布施[の功徳]を廻向なさるが，
3) 聖イムl滋念経 D.No.279，Ya.55al-2 
法尊は「福徳の大河は，等流にして絶えず。これは善根のi原にして，これを吸いて掲せ
ず」などというように流水のイメージを用いて説明しているが，もちろんこれは「等流j
という訳詩からの「遊びjであって，原語に根拠があるわけではない。
4) cf. r磁{加si!i地論Jr摂決択分」菩薩地 cr大正蔵 30，p.747c悶749a)
5) 六波羅蜜と福徳，智慈の二資綴や果との対応関係と，廻向の必姿性については，例えば
各々 f稔イ加自前地読者 r菩陵地J自他利品 cr大正蔵J30， p.485b， p.482c巴483a)を参照。
i!t1¥見{乍;イム隠念広m手口訳研究 133 
[自己の]受用(享受)の円満のために廼向なさらない。開じく戒など〔の波羅蜜]
は殊勝になるし「戒などが尽きませんように」といって. [戒などの功徳を無上正覚
へ]廻向なさるが. [自己の]養趣の身体の円満など (D.Ngi.59al)のために廼向な
さらない。
そのように，布施などの福徳を廻向することが等流となったので，かの如来は福徳
が無尽なのである。それによって，永久に有情の利益をなさるように行動する。如来
(D.Ngi.59a2) のあらゆる善根は無余菰j呈繋の界においても[小乗者のように〕尽き
ることがないので，それゆえに諸善根はムダにならない。
それゆえに 6)諸如来の身体は恒常であるというのである。[彼らが菩藷であったと
きの]有為の身体のかつて投じた力によって. (D.Ngi.59a3)努力なく如意宝珠のよ
うに，あらんかぎり〔変化身として]作動するからである。そのようならば，かの如
来は，有情の利益を果とするが. I諸善根がムダにならない」という。
日聖仏関念経.li)に]I忍耐による荘厳8) CP.Ngi.74al)福認の宝蔵の依処9)
諸々の随好に CD.Ngi.59a4) よる装飾附，拐の関華11) 有情の活動領域・]行境
に)1草花、すること 12) [有情が]見れば)IR応しないことはないこと 13)J 
6) 如来の常伎については. <摂大采論)(cf..長尾[1987Jp.330， p.395) . <荘厳経論)lX rl笈提
品Jv.66を参n官。なおく摂大釆論)(cf.長尾 [1987Jpp.450-451)には，常{主のj去身から受用
は iをrr絡しないし変化が示されるから，他の二身も rm~であるが，それは例えば. 1ft向にお
いていつも安楽であるとかいつも食を施すと言うようなものである，といってきわめて現
実的に捉えられている。
また「努力なく如意宝珠のようにJという記述については.<摂大乗論)(cf.長尾 [1987J
pp.272-273). <荘厳経論)lX r菩提品Jvs.18ω21を参照。
「投じたカ」についてく摂大采論)(cf.長尾 [1987Jp.330)では.r本願の投じたカJとさ
れている。
7) 墜仏随念経 D.No.279，Ya.55al-2 
法尊もこれらの{易額は「微妙の色身jに隠するものであるとする。これは法身以外の受
用身と変化身を区別しない考え方となる。ニ身説は基本的に中観派の立場ではあり住識
派の三身説に先行する。この;広註jでも後では三身説が出てくるが，この場所の問題設
定としては色身を立てるので十分で‘あるということなのであろう。
8) cfMaha乞ryutpatti，375 (25).榊 [1981J
以下に説かれる仏の性質は.Mahavy"tpatti， 351 S XIX.以下の「諸経の中より抜撚せる如
来の威徳の名号jに続けて説かれている。そこには rde bzhin gshegs pa'i che ba mdo sde las 
byung ba mingJとあり，向舎の和訳本にはj英訳として「如来大徳絞所出名」とあり，一見
「如来大徳、経」なるものがあるかのように見える。しかし和訳に「諸経の中よりjなどと
あるように特定の出典があるわけではない。ちなみに，訳註87に出した;翌仏I[泡念経jの
末尾の文にも fこれらが如来の真実の智慧の大なる功徳、である」とあり至宝仏随念経jも
それら典拠のーっとなったということではないかと恩われる。
9) cf.Mahぬ'Y"抑 ti，376 (26).榊 [1981J
10) cf. Mahavyゆ ati，377 (27). 榊 [1981J
11) cf. Mahavyut，仰ti，378 (28). 幹事 [1981J 
12) cf. Mahavy"抑的 379(29).榊 [1981J
13) cf. Mahavyutpatti， 380 (30).榊 [1981J
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というこの六匂によって，かの也:尊はどんな身体によって有情の利援をなさるかの
身体それを示す。その身体は色身である O その色身の (D.Ngi.59a5) 円満についても，
五種類によって示す。〔すなわち.] 
1)根本の毘の円満と，
2)顕示ωの圏の丹満と，
3) 自性の円i誌と，
4)状態(分位)の円満と，
5)行い (mdzadpa.所作)の円満である。
そのうち. i忍耐による荘厳Jということ，この〔匂]によって. i根本の国の
(D.Ngi.59a6) 円満Jを示す。忍は美しさの悶である。すなわち. i忍によって美し
くなるとお説きになった。あるいは. iこれは悪い顔色16)になる道である。すなわ
ち怒りである O 恨みを持つことであるJとお説きになった。「忍」とは. [忍〕自体に
依止することと，その〔忍のJ(D.Ngi.59a7)所対治分(怒り，恨み)を断ったこと
によって，美しさの留だと説明した。
u袈仏随念経jに]i福穂の宝蔵の依処J
ということ，この[勾]によって. i顕示の図の円満Jを示す。身体の支分偶々の
関を顕示する因である。
それもまた， <聖無尽意所説経>17) fこ (D.Ngi.59bU精進の無尽を説いたなかに，福
14) cf.Edward Conze [1974J p.33 
asa，!slqtaprabh五vitahy arya-pudgalめ.(翌者たちは無為によって顕し出される)
鳩}Jt緩什訳 F会隣絞殺波緩蜜経 í一切賢~，皆以無為法帝王存差別j
15) cf. 律本事 'Du/ba'i gzhiJ D.No.1， Ga.129a 
出典について法尊は単に「経言Jとしている O
c王SylvainLevi [1907J p.99 k干antyaparicarasa，!pat / tath孟hitad asevanad ayatyad 
bahujanasupriyo bhavati / 
(忍郊による容認の成就。すなわち，それに専心することから，未来に多くの人に喜ばれる。)
cf.ツルテイム，藤1fj}[2oo2J pp.64ω65 またくさ主徳絞殺若経〉第30索「常i月むには， i忍に
住する者の身体は全く涜i争になるJと説き，その庭後に色身三トニ相，人十隠好相が言及
されている。ただしく八千領毅若経〉にはi直接の対応、は確認できない。恐らくは， (二万五
千頒絞若綬>(ト万頃般若経〉等に関係する箆所があると思われる o cf.ツルティム，n裏付i
[2∞7J P.131 
16) あるいは「慈しき稜族」と翻訳できるかもしれない。
17) cf.智厳共宝雲訳 ií~~尽芯:菩稜品J (大正蔵 13.No.397 -12， p192c23， Braarvig [1993J 
テキスト (cf.Braarvig[1993] )は Volume1 ，pp.47-48;英訳と研究 VolumeI ，pp.167-168を
参獄。 VolumeI ，p.liiに 7仏随念広註jへのヲ聞が指摘されている。
〈無尽主主所説経〉にはi投親作とされる元主釈(D.No.3994，mDo-'grel， Cilがあり.Volume 
立の英訳部分に詳しく参照されている。
その?註釈jの著者問題は.Volume I ， p.∞cvi以下に検討されている。そこにおいては，
チベットの伝承ではj止ま見はく無尽意見If説経〉を開いて大乗に転向したとされるほど?防絞j
は彼にとって重要なものとされているが，この?註釈jには(荘厳経論>(唯識三十論釈〉
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徳の資糧が無尽であることを説いたものから，了解すべきである。
18)そこには，一切有情の福穂の謹の十倍によって，如来のー毛孔が現成することを
説きになって，毛孔すべてが (D.Ngi.59b2) 現成するのに関した19)揺徳の謹の百倍
(P.Ngi.4bl) によって， [八十の随好のうち]一つの槌好が現成する。随好すべてが
現成するのに潤した福徳の謹の千倍によって， [三十二梧のうち]脂跨の自主主と，肉
警と，法螺〔との三つの相]を除いた (D.Ngi.59b3) [二十九の]棺各々が成就する
ことをお説きになって，二十九の桔が成就するのに関した福徳の謹の一万倍によって，
眉間の自宅〔の相一つ]が成就する。間関の由主主が成就するのに関した福徳、の謹の十
万倍によって，頂警[の相一つ]が成就する。頂警が成就するのに (D.Ngi.59b4)関
した福徳の離の十万百万倍によって，如来の法螺が現成する，とお説きになった。そ
のようならば，如来のこの色身は「福徳、の宝蔵の依処」である。
f諸々の随好による装飾J，i柑の (D.Ngi.59b5) 潤筆」というこの二〔匂]によって，
色身の自性の円満を示す。如来の美しい身体それ自体は，務と随好によって飾られて
いるのである。
<li慈論釈><アビダjレマ集論釈〉などが引用されており， i止殺の真作とは設えないとされ
る。さらに，この f註釈jの末尾には 1<無尽意所説経〉の次第に諸々の無尽の本体を設定
することは， <稔伽師地論〉に説かれた。そこを見るべきである」というように， I殺識磁伽
1Ti取ときわめて密接な関係を有する著作であるが，多くの先行作品をまとめていくfノI'J9ilな
どから，安慧など後の唯識稔伽行派の人による著作であったものが，根部-w:親の業績とし
て!拡笠されたものではないか，と推測されている。
18) 相好については岡田口989J[1991aJ [1991bJ [1992J [1996Jを参照。
c五Ir創部!陣地論j1努露地J(大正j滋j30， p.566c-568c，イェシェーギエルツェン (17b4)
にはく現観荘厳論〉溜18司20を引用してから， 1これらを詳細に知りたいと欲するなら， <緊
劫経〉と「菩薩地J(建立品大正毅 30，p.566c-568c) と〈宝1:-1:論の本偽・註釈〉と〈宝
翠〉より知るべきである。Jという。〈賢劫経〉とく宝髭〉は上の間関論文や梶山，瓜主主津
[1991J pp.264ω269を参照。?菩陵地jは建立品(大正蔵 30，p.566c“568c. <宝性論のヌド
{昂・註釈〉は高~奇口989J pp.168-174を参照。
さらに 18a句20aには，妙、相三十二と随好八十による荘厳の詳細を， <現観荘厳論>V1Iより
提示している o そして 20a-bに， 1そのように妙相これらを知ってから，たびたび意の対境
としたなら， 1.ム~Ìjを総念することを離れないのと，資総を積むのと[笥擬を i争める悶として
仏陀の身体の形相が明瞭に浮かぶし. I箆念する仏w己の身体このようなものを私もまた得た
ならいいなと思って菩提心が速やかに生ずるなど，必姿性はきわめて大きいのである。」と
しミつ。
そして相女子を観怒する意味について， 24aには， 1これらのあり方について，知恵を持っ
た人たちは，詳籾lに何察してからlE理の道より導いた決定を得ることが生じたなら，仏陀
の功徳を I~鴻念する無上の仕方です。教主について知ってから. 1 f言を得たjというものの数
に入ることになるのです。知ってから信を得たこれについてはアピダルマ{兵舎論(※)
に諦を見たものについて説明するなど，説明の仕方は多種多様に現れているとしても，こ
こには，初業者の場合に釜により導いた殊勝な決定知を得てから，帰依処に対して意が他
に変わらないものを，いうのである斗という。
※)同註釈(D.No.4090，40b)第6i'詳「賢翌品Jの米尾の記述かと思、われる。 cf.楼部，小
谷[1鈎吉Jpp.445同450
19) rtogs paとあるが，直後の何様な文章に gtogspaとあることから， gtogs paと読んだ。
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そのうち， 20)1諸々の随好による装飾jは，それらは[妙〕拐の附随物であるからで
ある (D.Ngi.59b6)0 1相の開華」は，それらが装飾となったからである O
I[有情の]行境に順応する」という，この[匂]によって， 1状態の円満幻)Jを示
す。[行かれることと]来られることすべてにおいて美しいから， [行住坐臥の〕行儀
すべてにおいて美しいことが， 1状態の円満J(D.Ngi.59b7)である。
I[有情が]見れば順応しないことはないjという，この[勾〕によって， 1行いj22)
を示す。如来の身体の行いは，それ自体によっても，浄信を生じさせて， [身体の一
時の〕状態によっても浄信を生じさせるので， (P.Ngi.5al)有情たちと順応しないこ
とがないのであるo(D.Ngi.60al) [存i官は眼により如来の身体を]お)見るだけで， 1こ
れは偉大な人である」というように証得し浄信を生じさせること一 このことが，
これを見れば順応しないことはないことである O
日聖仏腿念経に]1信仰によって信解 (mospa)する考たちは歓喜するお)。智
恵(shesrab)は圧倒されることがないお)。諸力において屈服されることがない
(D.Ngi.60a2) というこの三句によって，かの世尊はどんな有情たちに依って有情
の利益をなさるのかそれを，示す。彼ら有情も〔世ー尊に対して〕信仰 (dadpa)の思
惟(意楽にあるいは圧関された思↑住 Lすなわちそれら]二つの思J龍によって如来
のもとに来る。
(D.Ngi.60a3)信仰の思散もまたニ種類[である]0 [すなわち，仏について]1どの
ようなものかjという思惟，または歓喜の思惟である O その両者はまた願楽 (mngon
par'dod pa)の本体であるから， 1信仰jという。
このように，ある者は[仏について]1どのようなものかJという思惟が生じたこ
とと，かつての善根によって (D.Ngi.60a4)正しく促されて，如来のもとに行く。あ
る者は， [仏の]偉大な功徳の本体を開いてから浄信を正しく生じたことと，善根に
よって促されて行く。それゆえに，これによって[仏に対して]中立である者と，
20) イェシェーギェルツェン (21b1ω)に，妙相の春成としての八十l強好については， iこれら
の設定を詳細に知りたいと欲するなら， i菩陵地jと[(現観荘厳論〉の註釈である](二万
[11千領〕の光明〉とく三仏母滅答〉とく註釈・明義〉と，それらすべての意趣を整理し
てから良く説明する[ツオンカパ者]議釈金鐙;より，知るべきである。」という。
21) 法尊は「分位円~Îtむと翻訳しイムは行往銭i玖，動静語黙すべての意義において最も端厳
であるとしている。
22) 法毒事は f所作円満jと翻訳しそのJ主体的内容として，仏身の起こす一切の動作は，手
を垂らす， nヨを揚げる，顔視(かえりみ)る，主筆咳するなどなどを，挙げている。
23) cf. (摂大采論〉長尾 [1987]p.366， 河団長経論ji行住品Jxx-沼(1149
24) D.mDo-sde， No.279， Ya55a2-3 
25) cf. Mahavyutpatti， 381 (31)，榊口981]
26) cf. Mahavyu抑的:，382(32)，桝i日981]
27) cf. Mahavyuφati， 383 (33)，榊 [1981]
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{印する者たちお)を示したのである。それらによって. (D.Ngi.60a5)見れば喜ぶことと，
i争信を生ずるようなさるから，かのi!t尊は，信仰によって信解することその二種類と
もの歓喜の因である。
圧倒された卜覆われた〕思惟もまたニ種類[である]0[すなわちJ.智恵が在伊j
された思'堆は，例えば，争論を希求する (D.Ngi.60a6) [ジャイナ教徒の]サッチャ
カ (bDenpa po)紛などのようなものである。身体の力によって圧倒された思散それ
は (P.Ngi.75bl).例えばアータヴァカ〔ヤクシャ]お)(Skt. Atavakayaksa， Tib. gNod sbyin 
'brog gnas) などの力によって増上慢をなす者たちのようなものである。それゆえに，
これによって，二種類の思憶により[仏に対して〕諸々の憎悪する者たちを正しく示
したのである。
かの世尊 (D.Ngi.60a7)は，究覚した智恵、を具えているから，そして，圧倒iする究
覚した事業を具えているから，圧倒したいと欲する者は，その両者の智恵、によって圧
倒しないし 31l諸力によって屈服させることがないのである。
[r聖仏随念経j忽)に]I一切有情の教主お)。諸菩薩 (D.Ngi.60bl)の父初。聖人た
ちの王おoi皇襲の城に行く者たちの隊主お)oJ 
というこの四勾によって，かの世尊は，一切有情のなすべきことをなされることを，
示す。そのうち. I一切有情の (D.Ngi.60b2)教主Jということは，かの世尊は差別
なく一切有情のなすべきことを，教示することにより，なさるのである。
すなわち 37)悪趣に生まれたある者な光明と，如来の身を正しく示したことによ
28) これら中立の者と信仰する者と，後に出てくる憎悪する者を含めた様々な人たちを，各々
どのように教化するのかということに隠しては，例えばf.f食{品i師地論 r菩陵地j摂事品
(大正蔵 30，p.531b).向「摂異門分J<r大正蔵 30，p.767a)を参照。
29) 釈尊に論争をしかけに行ったジャイナ教徒の「サッチャカ (Saccaka)Jと思われる。
cf. r中部経!HnJ(r南伝大蔵経J9， pp.394-437) 
30) 居場所について釈尊に争いをしかけた夜叉の「アータヴァカ (λtavaka)Jと思われる。
cf.相応音[1経典1J(rl菊伝大蔵経J12， pp.372“374) ，r /J、部経典 2j(r南伝大蔵経J24， 
pp.65-70) 
31) イェシェーギェルツェン (23a)に.r一般的にカについては.r普賢行の経jと
経jなど多くの除却にカの設定が多く説かれているし特にこの場合のカは軌範師役親
はおもに身体のカだと説明しているしヰリL範衛官マンジ‘ュシュリーキールテイは[三味王絞
の註JD.No.401O， Nyiに]智の力として説明しています。jという。身体のカについては，
共通の敦化対象者の現れと合わせて示されたものとしては，ラリタヴィスタラを引用する。
智慧のカについては「菩陵地」建立品の如来の十カに言及している (f大正絞 30，p.569a)。
なお言及されたく行額畿〉はvs.36-37を指すものと忍われる O
32) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a3 
33) c五Maha匂yutpatti，384 (34).榊 [1981]
34) cf.Mah向yu伊 ti，385 (35).榊 [1981]
35) cf. Mahavyutpatti， 386 (36).榊 [1981]
36) cf. Mahavytゆati，387 (37)，榊 [1981]
37) <荘厳経論)r事1逸品JVlI 5，r菩提品JlX 8 
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り争信を生じてから，普趣に立たされるし善趣 (D.Ngi.60b3)に生まれた者たち
{のうちで]もまた，福分を具えていないある者は，高官に説明した方法において，圧
倒された忠世によって，すぐれたものたちを，輪廼の〔十〕善道，布施などに立たせ
る。福分を具えた者は，二種類の恩'推によってすぐれた者たち[のうち.]善根を
(D.Ngi.60b4) [いまだに]生じさせてない者たちは，善根を生じさせなさる。[すで
に]普ー根を生じさせた者たちは，善根を成熟するようなさる。〔すでに]成熟した者
たちは，種姓どおりに声開 (P.Ngi.76al)など[の地]に立たせて，解脱するような
さる。
そのようならば，かの世尊は，悪趣と (D.Ngi.60b5)善趣に生まれた者たちと.福
分を具えた者と，福分を具えていない者たちの[各々〕なすべきことを成就するから，
f一切有情の教主Jという。
そのなすべきことの境位の区別は二種類[である]0 [すなわち，刻麓姓に住する者
のうち，出離のために道に，すでに]発趣した者 (zhugspa)の境位の区別と. [これ
から]発趣する者 ('jugpa)の境位 (D.Ngi.60b6)の区別である。
発趣した者の境位の反別も，仏が出現するのと，近く成就せんがために.iムと戸閣
の種姓のIK別が二麓類ある。そのうち，仏の種姓を具えた者に関して.r諸菩議の
父」ということを語った。
かの世尊 (D.Ngi.60b7)は， 自らの功徳の円満について自在を得た諸菩薩に対して
正しく委嘱するから，転輪王が[次代の王としてすべて]相が兵わった転輪王の[最
高の]子に対して. [その象徴となる七宝のうち，第ーの]輪〔宝]を正しく委嘱す
る[というところの]知者たちの父に等しい，彼らの父なるもの， というのである O
(D.Ngi.6lal)戸開の韓姓をもった者たちに関しては.r聖人たちの王」ということ
を語った。かの世尊は，転輪王の[それ以外の]ふつうの子たち[にとって]の王と
なったもののように，声開にはひとえに御言葉紛のとおりにするから，証得油)を得た
者[である聖人]たちの王 (D.Ngi.61a2)のようなものになったのである。
発趣する者の境位の区別は. [戸商・独覚・仏の]三つの種姓すべてにありうるの
で，それゆえに，それに関して，日監禁の城に行く者たちのi滋主J41lということを諾っ
た。かの世尊は思繋のほ~J 城に発趣する者[であり. ] (D.Ngi.6la3) [なおかつ，
38) これは各々の種姓の有無が議論された後，その種姓に往する者がその遂に発越するのか，
あるいはすでに発趣したのかをいう。 cf.r稔伽郎地論r;ぢ問地J<r大iE歳 30，p.399bff.) 
39) D.dka'bzhin du (困難なとおりに)とあるが.P.bka'bzhin duを採る。
40) D.rtog pa (分別)であるが.P.rtogs paを採る。
41)妙法慈悲ー 経j化域i取品第七(大正蔵 9，No.262)の例えを参照。
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いまだに解脱の麓子が生じていない (P.Ngi.76bl)彼ら[を，そ]の種姓どおりに
道から他の道へ導かれるから.r隊主jという。
[f聖仏随念経に]r智慧が無量である続才が不可思議である45)。言葉が清
浄である16)。音声が美妙である47)。容姿を見ることによって満足を知らない(飽
き足らない)18)0 (D.Ngi.6la心身体は無比であるω」
というこの六勾によって，かの世尊はどんな方便によって有情の利益をなさるかの
方便を示す。
その方便もまた，かの[如来の身諾意の]三つの業である。そのうち，順次，一句
によって意の事業を示す。三〔の勾]によって語の事業 (D.Ngi.6la5) を示す。ー
[の勾]によって身の事業を示す。
諸々の語〔の事業]と身の事業は，法を説くことなどを示す本体であるから，ひた
むきにぬ)有情の利益をなされる方便であることを示す。意の事業もまた，それら[語
や身の事業にとって]の動機により有憶の (D.Ngi.6la6)利益をなされる方便である
ことを，捉えている。智慧はそれと侯に行じるから，ここには意の事業と説明した。
[その智慧の]対境は無量であるから，智慧は無量であり，それを具えているから，
世尊は智慧が無量であるという。身と語の (D.Ngi.6la7)事業の自相(定義)は，有
情の利益をなさる方便であると捉えている O それらもまた無量であって，世尊の智慧
それはi窓際なく作用する。
語の事業は，清浄な詩才と音声の功徳の円i誌の特散を示した。
そのうち，詩才の (D.Ngi.61bl)特殻もまたニ種類[である。すなわちJ.文字に
依るものと，意味に依るものである5九文字に依るものは，各勾に依って文字の特定
42) 本性警なる種子がある上に，後の善法の修習により界がiI!i長していくことになる。
cf.稔務!I日出地論 r菩陵地j成熟品 (r大正溺U30， p.497a)また，煩悩i穆の断により得られ
る解脱身は，仏I;tと声聞に共通するものとされている (cf.河訴訟三十論 v.30)
43) D.rnDo-sde， No.279， Ya.55a3-4 
44) cf. Mahavyutpatti， 388 (38).榊 [1981J
45) cf.Maha匂I)Iu抑 ti，389 (39).榊 [1981J
46) cf.Mahω1)1.ゆati，3∞(40).榊 [1981]
47) cf. Mahavyutpattι391 (41).榊 [1981J
48) cf.MahωI)Iutpatti， 392 (42).榊 [1981J
49) cf.MahaψI)Iu tpatti， 393 (43).榊 [1981J
50) D.1turであるが.P.1hurを採る。
51) 回無緩解のうち，義無擬解，認無擬解の説明に基づくもののように忍われるが，ここで
はおち単に所詮と能詮とのニつにまとめられている。
cf. (僚会論>VI vs.37 -38，磁倣締地論j「32:薩地J(r:;JclE蔵 30，r幸子提分品Jp.539b， r {i
品Jp.561b-c. 伊原!!百蓮 f回無擬解についてJ(仔尾芳光巡博士官稀記念論文集 仏教と哲
学)p.9配，勝者F>[1979J p.1l6f. 
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のものを， (P.Ngi.77al)それぞれ他のものによって，無量劫にわたって説いても，如
来の詩才は窮尽することがないことから，知るべきである。
意味 (D.Ngi.61b2) に依るものは，無量劫にわたって無量の有情たちが個々に無量
の関いを請うたあらゆる照いに対して， [如来は〕一回，一つのお言葉を述べただけ
で解答することから，知るべきである制。
そのようならば，文字と意味に依った騨才の特般によって，不可思議で
(D.Ngi.61b3)甚異稀有な法を説かれるから，かの世尊は「詩才が不可思議であるj
という。
お)言葉の過失一嘘を語ること(妄語)などーと，語るのを集る過失臼) 毛の
逆立つこと (Skt.romaharsa， Tib. spu zing zhes byeng pa) などーと，叫ぶ過失一不快
な斉調などー，それら (D.Ngi.61b4)あらゆるものがないから，かの世尊は「お言言葉
が清浄で、ある」という。語の功徳の門から快いから，かの世尊は「音声が美好であ
る」という。語の功穂は，語は音声のあ)五支分を具えたものと，六十支分を具えたも
のから，知る (D.Ngi.61b5)べきである。
[r盟仏随念経に]r容姿を見ることによって満足を知らない(能き足らない)。
身体は無比で、ある。j
というこのこ句は，身体の事業の円衣処の特徴Jと， r自らの本体の特徴」を示し
た。
そのうち， r依処〔すなわち身体そのもの]の特鍛」は「容姿を見ることによって
満足を知らないこと(飽き足らないこと)Jから知るべきである。かの世尊の[身体
52) いわゆる「一音説法」である。詳しくは参考資料に挙げた右上和敬氏の論文を参照。
cf鳩摩羅什訳郊u掌詰所説経j<r大lE蔵 14，p.538a) 
イェシェーギヱルツェン (26b)には， r~帝者品 (D.No.146， Pa， r大経j窓尼乾子所説経j
(大正蔵 9，No.272 p.344a)をIJ1m。
53) cf r食伽締地論["本地分J(大正威 30，p.359b)
54) 法尊には f迷離(問者)身毛竪立等言語過失jといってi淘き手にi期することとしているが，
根拠は未訴。
55) 音声の五支分については;稔伽飾品折合 (f大正蔵 30，p.359b)には「郡高置でないこと，
経易であること，雄朗であること，相応していること，義が妻子いこと」の五つとして，さ
らに説明されている O 出典については竺仏念訳 Z長!河合経j内「隠泣沙経J，律蔵 (cf.'Dul 
ba bzhi)等，六ト支分についてはく荘厳経論)，並びにその出所〈仏秘密殺〉等を参熊のこ
と (cf.袴谷p.207，Bhad.v4，宝積部上p.l71，中経1門 [2006Jpp.47 -48) 
さらにイェシェーギェルツェン (28b-29a)には， ["これらの倍々 の確認を詳細に知りたい
と欲するなら，大土佐親がiきられた?釈軌論jを詳刻iに見て知るべきであるJなどといって，
ツオンカパの?讃・ ~ì毎j (東北No.5275-33Kha)の教誌を示す。さらに如来の音声を開い
たことの功徳として， <変態、経〉ゃく律阿合〉を引用している。
56) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a4 
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のうち，頭部と四肢の五〕支分 (D.Ngi.61b6) と[指などの〕小支分が長時間にわた
って見えても，かつて見えなかったように[それらを]見る喜びによって，飽きない
「容姿を見ることによって満足を知らないこと(飽き足らないことはという。
i[身業]自らの本体の特徴Jは. i身体は無比である(P.Ngi.77bl)ことJから知る
べきである。かの世尊は. [三]界と. [六]趣 (D.Ngi.61b7) と. [胎生など四〕生
いろ
処において，それぞれの教化すべき者たちに対して，顕色と行動を一致して示すし57)
説法によって教化なさるからお) i身体は無比であるJという。
[f聖仏随念経.159)に]i諸々の欲[界]によって染まらない。諸々の色[界]に
よって染まらない。諸々の無色[界] (D.Ngi.62al) とまじわらないj
というこの三匂によって，かの世尊がどこに住するのかと，それにいかに執着しない
で有情の利益をなさるかを示す。
そのうち. iどこに住して有情の利益をなさるのかjというなら，欲界と，色界
(D.Ngi.62a2)に住してである。そこには身〔業]と語[業〕の関係が有るからであ
る。無色界においてはそうではないω。それゆえに. i無色界とまじわらないjとい
うことをお説きになった。
そのうち，かの世尊は欲界において有'情の利益をなさるなら，欲[界]に
(D.Ngi.62a3)属する寅欲などや，または，そこに属する有情の[恵、を仇で返すよう
な]諸々の誤った行いによって奪われないから. i~着々の欲〔界〕によって染まらな
い」という。色界においてもまた. [等主に]入定するとき，入定の諸々の安楽と，
(D.Ngi.62a4)そこに属する有情と関係した，そこに生ずることの功徳が正しく示さ
れたので，心を投じていないから. i諸々の邑〔界]によって染まらない」という o
f染まらない」とは染まらないことである。それもまた，入定の味わいと，生ずるこ
57) cf. r稔{加締地論jr菩陵地J(大正30p.492b同493c;六明のー，神変通のf随所で説明されてい
る。また向 f摂決択分」菩露草地(大正30p.4746c)では，如来の調伏の方伎の中で言及され
ている。
f染まらないことjについては， <摂大乗論>(長尾 (1987)pp.405-406)を参照。
また教化対象者に合わせた主主を受けることについては， r稔伽陣地論 r菩陵地」大正30
p.563aを参照。
58) わが国では f妙法蓮華経j観世音普門品第二十五日大正蔵j9，No.262)のあり方が有名
であるが，類似した内容で先行したものは，パーリの浸紫綬にも伺えるようである。 cf.中
村元 [1980]pp.75-77 
59) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a4-5 
60) 無色界では説法のための音声も存在しなくなるからである。また教化対象者の側からし
ても，色界，欲界が仏の教化を受けるにふさわしい場所であるが，ヲミ界はそもそも放逸に
流れやすく f無限Jr発uに含められる。そして，欲界の南ジ、ヤムブ済lの人身こそが最もふ
さわしいとされている。 cf.ツルティム，藤仲 [2005]pp.146-147 
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との功徳が正しく (D.Ngi.62a5)見えることによって，味わうのである。それらがな
いから， I染まらないjという。
目撃仏腿念経~こH諸謹から脱している。諸界を具えていない。 (P.Ngi.78al)
諸処を制している。」
というこの三勾によって，かの世尊はどんな[有漏の〕事物にも執着しないで，有
情の (D.Ngi.62a6)利援をなさることを，示す。
その事物もまた，諸々の謹と，界と，処[である有漏の一切法]である。外内の事
物は，それの本体であるからである O それらもまた[凡夫たちにとっては]執養の場
所であるからである。
そのうち「諸謹ω」は，あるいは生の自桔(定義)であるから，それらからω離脱
したことによって， (D.Ngi.62a7)かの陛尊は「諸寵からJlえしているJという。
「諸界出)Jは，諸々の根(感覚器官)によって識の門から，諸々の対境を呉えた自
体であるから，それに依った雑染を離れたから，かの世尊は「諸界を具えていないJ
(D.Ngi.62bl)という。
「諸処ω」は，見ることなどの生じる門となったから，それに依った雑染を制する
から，かの世ー尊は f諸処を制したjという。
日聖仏随念経j剖}に]I諸々の結 (Skt.grantha， Tib. mdud ba) を断った。熱悩
(Skt. paridaha， Tib. yongs su gdung ba)から解脱 (D.Ngi.62b2) した。渇愛67)から
61) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a5 
62) 慈，界，処の語釈はアピダルマにおける標準的なものである。惑の語釈は(倶舎論)120 
と同釈を参照。〈決定義経註〉にも f慈J1立集まりの意味であり，それは経!tll-に説かれてい
るという o cf.本庄 [1989]p.49; 大乗i河箆逮腐袋詰言(大正蔵 31，No.1605 p.666c) 伺雑
集論(大正蔵 31，No.1606 p.704b-c) 
63) デルゲ版laであるが，北京版lasを採る。
64) <倶舎論〉随眠品 adv.34以下を参照。〈決定義経註〉には「界jは種族の意味であり，た
とえばulに金銀など多くの「種族」がある場合， r界(鉱派)Jと呼ばれる。同様に一つの
総統や依処におけるト八の「種族」が，十八界と呼ばれるし i浪なども心・心所の生起の
原因であるから，界(鉱脈)と呼ばれる， という。 cf.本庄 [1989]p.52 
65) <決定義経註〉には.r処」は心・心月号の到来の門という意味であり，心・心所の到来aya
すなわち生起を拡大することJtanから，処 ayatanaと語源解釈されることを述べている。
本庄良文[1989]p.53，イェシェーギェルツェン (32a2-3)に「処は，践と色など，見と問
など心と心所が生ずるしJなどといって「見聞党知jの凶言説にも言及しているようであ
るが，根拠は不明。
66) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a5 
67) イェシェーギェルツヱン (33b4-5)には， r現在の江三〕宝i諸念jの}坂本には， r宥 (srid
pa)より解脱したjと出ているようなら，上に説明したそれより説明の仕方を他にするこ
とが必要であると忍われる。」というから， r渇愛 sredpaJとは異なった版(おそらくは法
尊が別行の流布本と称しているもの)があったと恩われる。低親の註釈によると，経典の
本来の形としては「渇愛 sredpaJとあったということになる O
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解脱した。暴流を渡った。」
というこの四勾によって，かの世尊の断除の円満がどんなものであるならば，有慣
の和議をなさるのかを示す鉛}。
回)諸々の煩悩は要約すれば，対境と出会わないもの(D.Ngi.62b3) と，出会うもの
の在日目によって二種類[であるJo [すなわち.J iol r結」の諾定義と. r熱悩」の諸定
義である。それらの門もまたニ種類〔であるJo [すなわちJil)渇愛の諸門と，凶暴流
の諸Fうである。
「対境と出会わない諸々のものjについては，希求する形棺の (D.Ngi.62b4)渇愛
(P.Ngi.78bl)の門から，諸々の結びついたものである O
rc対境と]出会う諸々のものjについては，大の分として行ずるFうから，暴流のよ
うに奪われる[・運びさられる]から，諸々の熱悩となるものである。
それぞれの「結Jの門となった f諸々の渇愛」と，それぞれの「熱'協」の門となっ
た f諸々の暴流J(D.Ngi.62b5) を断じたから，かの世尊はは若々の結を断った。悩
熱から解脱した。渇愛から解脱した。築流を渡った」という O
[f聖仏随念経f3lIこJr智慧が完成した。過去，未来，環在の諸仏世尊の
68) イェシェーギェルツェン (32a6-b1)に.i義逃Jという億円rにi民主が断除の円泌を待た
さまを説いたーその広釈のようなものとして，隊i除されるべきものをどのように断徐し
たかの仕方を示すのである。jという O
69) イェシェーギェルツェン (32b4-5)に.iお言葉これらについて.qi}L純郎マンジュシュリ
ーキールテイが立三珠玉経の註釈β 説明した他の仕方が現れているけれども，ここにお
いては第ニの一切智者[である]殴殺の窓越のように説明しよう。Jといい，一般的に輪廻
に繋縛するものには，室長ーと煩悩二つが有るが，煩悩が主主要であることなどを示している。
さらに，イェシェーギェルツェン (33bω34a)には. i稔廻が成立する図[である]業・煩
悩ニっと，その内でも煩悩が中心であり，煩悩すべての根本は我執であるさまと，我執を
断除したなら煩悩すべてを止めるさまと，我執を止めるには無我の往し方を知ることが必
要であるしそれを数習したなら.jl闘えを得るさまなど，要するに輪廻に流転する仕方と，
それより還滅，すなわち解脱を得る仕方について，教ほどを場合に取らえるのではなく.
正瑛の送より導いて，徹底した決定を得ることが必要である。それもまた，自己の棺続を
苦言伏する方便として運ぶのをま日ることが， きわめてZ重要で、ある。」などと「菩提道次第」ゃ
法称〈最評釈〉第2家と共通する考えを示す。そして，仏教とのお会いをムダにしないで，
自己の相続を調伏する最上の口訣として遂ぶのを矢口ることが要義である， と述べている。
70) これら煩悩の差別については 5磁伽側地論 i本地分J(r大正綾 30，p.314b-clを参照。
71) イェシェーギェルツェン (33a時b)には，渇愛が後手まの図であることを説いて，渇愛を欲
の渇愛(欲愛).滅の渇愛(然有愛).有の渇愛(有愛)の三つとし(盈評釈)PV Ii主
の成立」刊274ab，184cd叩186などを引用する。
72) 通常は f欲流Ji有流Ji見流Ji 1!lli、明流」の1mつが挙げられるつ C王?磁俄!師地論 i本池
分J(r大lE蕨 30，p.375b叩376a).あるいは六根について六の主義流という場合もある。問「本
地分J(大正蔵 30，p.373a) .イェシェーギェルツェン (33bl-4)は，玄突訳;大乗何昆達
磨集論(大lE蔵 31，No.1605， p.677b-678a; c口-lo.1606，p.724b司725a)によって四結と三熱'送
と四若手流を説明している。四結は食心，答心，戒禁耳支え，見取，三熱悩l立会. R挺，燦， 四
暴流lま欲，手'i.n.無明とされている。
73) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a5-6 
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(D.Ngi.62b6)智慧に住する。 j皇繋に住しない。真賞際 (Skt.bhutako!i， Tib. yang 
dag pa nyid匂imtha')に住する。」
というこの四匂によって，かの世尊の智慧の円満がどんなものであるならば，有情
の利識をなさるかを示す74)。その智慧は三種類初[である]0 [すなわちJ
一切相智と，無差加智 (D.Ngi.62b7) と，無住処智である。
そのうち， r花)一切相智Jは，智慧によって所知のあらゆる集まりと，あらゆる形
相を満たしているから，[f聖仏槌念経Jに]r智慧が完成したjというのである O
「打)無差別智」は，三ftに属する仏の寿命と， (D.Ngi.63al)身体の自体と，国土な
どの特徴によって異なった[諸々の]ものも去身によって平等牲を得たから， [r聾
仏髄念経jに]r過去と未来と現在の諸仏世・尊の智慧に住するjというのである。
f無住処 (D.Ngi.63a2)智jは， [智により]輪廻と[悲により]浬繋に住さない
(P.Ngi.79al)から，浬繋〔の極端〕に住さないのである。 [r聖イム髄念経jに]r真賞
際に住するJ花)ことそれは，これの声賭などの浬繋には住さないのであるor真賓際」
74) イェシェーキ、エルツヱン (34b)に， rこれらにより.世尊が説得ムの円満を待たさまそれ
を広釈したのである。」という。
75) これら三つの智慧は， <摂大乗論〉に，声情!の智と菩陵の智の違いについてJi種類に説明
されているうち，第ーから第三とその規定に類似した記述がある，もちろん程度の差は大
きいが。 cf.長尾 [1987Jpp.290-293 
76) cf. <摂大采稔〉長尾 [1987Jp.378 
イェシェーギェルツェン (35a1悶6)には， ["そのうち一切招智は，四念住，四正断，凶事jI
足，五根，五カ，七党支，八支裂道[という]三十七菩提分。回無主主，八解脱， 7L次第定，
十選処，八勝処。無;煩悩の等持，容顔智，六事1通，四j係機解，[所依・所縁・心・智の]一
切拐の田清浄，十自在，十カ，四j延長，三不護，三念{主，無忘失[という]仏十八不共法，
[一切智，道相智，一切祁智の]三つの智をともなった証得の功徳百四十六すべてがます
ます増長して，円満な完成が究党し色から一切相智までの一切j去を現前に知るのである。
広汎にはく般若波羅蜜経)に説明しているようにです。まとめると，如実智と，如最智と
のニつである。」などと， <現観荘厳論)VI 2-6により説明している。これらは毅若学に恭
づくものであるが， r会{加部地論["菩薩地j菩提品 (r大正蔵 30，p.499a)にも関連した記
述がある。
77) cf. <摂大乗論〉長尾 [1987Jp.450， <荘厳経論>["菩提品 JMSA. IX 61; D.No.4020， 
Phi.lla7-b1; Levi [1907J p.45;和訳.宇井 [1979Jp.l66，袴谷，荒井 [1993Jp.146;に関する
安慧のf1~Hお (D .No.4034， Mi.l36，和訳iJ9蔵文典研究会口981Jp.83)には去身以外
の差別について，華字属は無尽意菩薩，観自在菩薩，普賢菩縫など各々であり，仏国土の色
も各々であり.イムの名も箆虚述那，無最光，普賢など各々であり，身体の色や大きさも各々
であり，法の受用はくす寸断丞><入務{加経)<般若波羅蜜絞〉などを各々に説くからとされ
ている。
他方， <荘厳経論>["菩提品JIX 65には去身は所依と;窓楽と事業ーにより平等であるとさ
れており，同じことが〈摂大乗論〉にも継承されている o cf. iJ9蔵文典研究会口981Jp.85; 
長尾 [1987]p.350，p.378 
また〈倶舎議〉智品羽 34には，諸仏は資怒と法身と衆生利益により平等で、あり，寿命と
種姓と量などにより平等でないとされているo cf.楼苦s，小谷，本庄 [2oo4Jp.140 
78) イェシェーギェルツェン (35b“36a)には，実際に住するといっても，声聞のように寂静
界での等至に入ったのではないのではないことを設意しさらに，空・寂静・無生の理趣
世親{乍?イム随念広三主j和訳研究 145 
は， (D.Ngi.63a3)清浄な真如i9)(de bzhin nyid)であり，それこそが法身である。それ
に住することを「真賓捺に住する」という O
日聖仏槌念経j鈎)1こ]r一切の有情を御覧になる地に住しておられる。j
ということが，ここに[内容をまとめた〕諜義これである。
f一切有情を御覧になる地}])は， (D.Ngi.63a4)如来の三身 (skugsum)である。す
なわち，かの如来はまさしくそれに住している。一切の有情の相続を見てから， [彼
ら教化対象者の〕思惟(意楽)のとおりに三乗の門から説法なさるので，三身まさに
それこそに住される，という意味である。
すなわち (D.Ngi.63a5)教証C1ung)82)に，
fかの世尊は受用身によって，十地に住する聖者観自在と，彼以外の諸々の大士に
大乗の法を説きつつ，色究寛天 ('ogmin)の住処に住しておられるJ
と出ている。そのように，ひとまず， (D.Ngi.63a6) [円満な〕受用身(報身)によ
って，有情の利益をなさることに適用して説明した。
変化身(化身)についてもまた，有情の利益をなさることに適用しうる。すなわち，
教説 (gzhunglugs)紛には，
「かの世尊は変化身によって邸欲[界]に行ずる聖者シャーリプトラなどと，彼
(D.Ngi.63a7)以外の福分を具えた者たちである有精の相続を御覧になって， [彼ら
に教授するために]三神変お)を (P.Ngi.79bl)示したことによって， [教化対象者の]
思惟のとおりと，福分のとおりに声賠乗の法こそを示すし輪廻のあるかぎりに住し
については仏の意慾をナーガールジュナ父子が註釈した正理の道から，それも伝統ある学
者の口設によって間・思・修して知るべきであるといって，I:t観の考えに従うよう勧めて
いる。
79) イェシェーギェルツェン (35b)に， i一切法の住し方を，戯論の八辺を離れた，自性に
より清浄で、あるよに，偶然の垢すべてについて逮寄生した，ニつの清浄をそなえた法身にお
いて」などという。真如は本来清浄であるのを煩悩i翠，所矢口障により汚染されて有垢の
真如となっているが，それら垢すべてを除去した無垢の真如が，自性身ないし法身とされ
るのである。
80) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a6伺7
81) イェシェーギェルツェン (36b-37a)には，三身説を確認した上で，自手Jjの法身を自性身
と智慧法身の二つに分けて， (現観務厳論>I']]のハリパドラ流の閲身説を説明している。
82) 未確認。有頂天については田中 [1997Jpp.28-30を参照。
イェシェーギャルツェン (37a)には，般若学に従って，受用身は「身決定Ji春属決定J
「処決定H法決定Jil寺決定jの五決定を有するものとして説明している。 c五兵藤 [2∞0]
p.l71，回中 [1997Jp.34 
83) 未確認。イェシェーギェルツェン (37a-b)には，変化身は技芸の変化身，主主の変化身，
最!診の変化身の三つとして説明している。 cf.兵藤 [2000Jp.l71， 188 note112 
84) D.sprul pa'i sku diなどとなっている。 P.sprulpa'i skusを採る。
85) cf.稔{加師地論 i声局地J(r大正蔵J30， p.435c， 496b) ， Mahaりutpatti，232-234，西尾
[1982J p.255 神境，記説，教誠の三つである。
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ておられるj
と出ている。そのようにかの変化身も，それ(有情の利益)を具えていることを示
した (D.Ngi.63bl)のである。
かの法身は〔後の]ニつの〔受用身と変化身との]基盤となった部jから，それら
〔二身〕の図となるので，それこそが主要な国である。それがなければ，そのこつも
ないので，有情の利益をなさることもないであろう。それゆえに.r一切の有情を御
覧になる地Jは f如来の三身 (D.Ngi.63b2) であるjといわれるものに住している。
「これらが如来のましい功徳である J87!0 
ここに[意味をまとめた]まとめの借壊は，
相続が断絶しない色・心を有する。そのなすべきことは道理である。界と事物に
執着しない。断除と智慧が円満 (D.Ngi.63b3)である。
他者のために行ずる一 これは，二[匂〕と六[勾]と三〔匂]と四〔句工
六[勾]と三〔句J.二[匂J.四[句]の二組，これらの句によって説示した。
六の形相によって身体を示した。根本の[沼J.顕示の因と，自性[の円満J.
状態〔の円満工事業の円満[について]の諸 (D.Ngi.63b4)匂によって，ここ
に説明した。
教主の円満それは因と，問じく出現なさったことと，彼のかの事業それが住し
ている。[本著はそれに関して]少しばかりの念[について]のまとめたもので
ある，
ということである O
5聖仏鵠念広註j。軌範師世親の御作が終了した。
部)インドの親教師ダーナシーラと主任翻訳姉，比丘ベルツェク・ラクシタが翻訳し
校訂して決択した。
付録:イェシェーギャルツェン著 f三宝の功徳、を随念する仕方の釈論・牟尼の教えの
明らかな灯火 dKonmchog gsum gyi yoηtanゲiessu dran pa'i tshul rnam pm' bshad pa Th叫んtan
86) 法身はfむの二身の碁盤になることについてはく摂大乗論〉長尾 [1987Jpp.340-344を参照。
87) これは文字どおりではないが堅仏隠念経jの最後の文章 D.No.279，Ya.55a7に一致する
と思われる。これにより関経は終了する。すなわち次のとおりである。
'di dag ni de bzhin gshegs pa'i yeshes yang dag pa'i che ba'i yon tan no/ I'Phags pa Sangs rgyasりes
su dran pa rdzogs so/ / 
「これらが如来の智慈の真実の大なる功徳である。;聖位、lNi念経jは終了した。J
88) これはチベット諸訳における奥書:きである。
jIl:毅イ乍 Hム総念広設j手n訳研究
gsa! ba'i sgron medJ東北No.6093Ba 1-61の科文
0.1C帰敬{昂)1b1 
0.2 (著作の呂的) 2b1 
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0.3 (最高のものを求める者たちの[済度される]渡し場は仏位尊のみであること)
2b3 
1.教える入る勝れた門一帰依する方法 4a4
1.1何に依って帰依するかの盟 4a5
1.2それに依って帰依する対境 5a6
1.3どれほどで帰依したのかのあり方 6b1
lふl功徳を知ることにより帰依したこと 6b2
1.3.2特故〔・差加]を知ることにより帰依したこと 6b3
1ふ2.0三宝個々の功癒を念ずる仕方 7a1
1ふ2.1三宝を確認する 7a2
1ふ2.1.1声間部の宗の三宝を確認する仕方 7a3
1.3.2.1.2大乗の宗の三宝を確認する仕方 7a4
1.3.2.2三宝個々の功徳を念ずる仕方 8a4
1ふ2.2.1仏の功徳を随念する仕方 8a5
1ふ2.2.1.1共通の功徳を随念する仕方を略説する 8a6
1ふ2.2.1.2非共通の因と果を通じて功徳をi箆念する仕方を個々に分けて，説明する
14a4 
[，福徳の等流，善根をムダにしないことjについて] 14b5 
訂忍により荘厳されたことJについて] 16a4 
[，髄好により飾られたことJについて] 17b6 
[，諸相の花が開いたこと」について] 17b6 
[，行壌に}ili'l応することjについて] 22b3 
[，見ると合わないことがないこと」について] 22b3 
U信により勝解するもの」について] 22b4 
[，一切有!青の教主jについて] 24b1 
[，諸菩薩の父」について] 24b6 
[，聖人たちの王jについて]25a1 
[ii呈繋の都に行く者たちの船主jについて] 25a5 
〔利援の方便としての事業]25b6 
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1.3.2.2.1.2.1意の事業 25b6
[1智慧は無量jについて]25b6 
1.3.2.2.1.2.2語の事業 26b2
[1弁才は不可思議Jについて]26b2 
[1言葉は浄らかである」について]27a2 
1ふ2.2.1.2.3身の事業 29a6
[1容姿を見ることにより飽きないjについて]29b1 
U身は等しいものが無い」について]29b2 
[1欲[界]，~こより染まらないのと，色〔界]により染まらないのと，無色
〔界]と混ざっていないjについて]30b2 
[1苦より解脱した」などについて]31b3 
[1諸々の結を断じた」などについて]32a5 
[1智慧が円満に完成したJなどについて] 34b4 
1.3.2.2.1.3意味をまとめて説く 36b1 
[1有'情すべてを見る地に住しておられるjなどについて] 36b2 
[仏腿念とカダム派祖師の諾録] 38a4 
〔仏の功徳すべては説明不可能であること] 39b6 
[仏功徳を述べたことの意義] 42a2 
lふ2.2.2法の功徳を随念する仕方 42b4 
1.3.2.2.2.1法を確認する 42b4 
1.3.2.2.2.2ぞれの功徳を念ずる仕方 45b5 
lふ2.2.3僧伽の功穂を随念する仕方 50a3
1.3.2.2ふH削加を確認する 50a4 
1.3.2.2.3.2ぞれの功徳、を念ずる仕方 51b2 
〔共通の乗に関するもの] 51b2 
[非共通の大乗の僧伽に関するもの] 55b2 
1.3.3承認したことにより帰依したこと 58b3
1ふ4f也に語らないことにより帰f衣したこと 58b4
1.4帰依してから学ぶべきことの次第 58b6
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